
事例３ 社会的な見方・考え方を働かせるために指導方法を工夫した事例 

〇学年    第１学年 

〇主な領域  （歴史的分野） Ｂ 近世までの日本とアジア ⑵ 中世の日本 

〇事例のポイント 

①単元計画の工夫をすることで、生徒が自己調整（自らの学習の調整）を図りながら学びを 

深めていくことができるようにする。 

②「問い」を工夫することで、生徒が社会的な見方・考え方を働かせて学習を進めていくこ 

とができるようにする。 

③ＩＣＴ端末を用いてポートフォリオ式ワークシートを蓄積することで、生徒の学びの振り 

返りと教師の適切な評価につなげる。 

 

１ 小単元名 「中世の日本」（11時間） 

 

２ 小単元について（略） 

 

３ 小単元の目標と評価規準 

⑴ 目標 

・南北朝の争乱と室町幕府、日明貿易、琉球の国際的な役割などを基に、武家政治の展開と  

ともに、東アジア世界との密接な関わりが見られたことを理解する。 

・武士の政治への進出と展開、東アジアにおける交流、農業や商工業の発達などに着目して、 

事象を相互に関連付けるなどして、中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、

表現する。 

・中世の日本に関わる諸事象について、そこで見られる課題を主体的に追究しようとする態

度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

・鎌倉幕府の成立、元寇（モンゴル帝国の

襲来）などを基に、武士が台頭して主従

の結び付きや武力を背景とした武家政権

が成立し、その支配が広まったこと、元

寇がユーラシアの変化の中で起こったこ

とを理解している。 

・南北朝の争乱と室町幕府、日明貿易、琉

球の国際的な役割などを基に、武家政治

の展開とともに、東アジア世界との密接

な関わりが見られたことを理解してい

る。 

・農業など諸産業の発達、畿内を中心とし

た都市や農村における自治的な仕組みの

成立、武士や民衆などの多様な文化の形

成、応仁の乱後の社会的な変動などを基

に、民衆の成長を背景とした社会や文化

が生まれたことを理解している。 

・武士の政治への進出

と展開、東アジアに

おける交流、農業や

商工業の発達などに

着目して、事象を相

互に関連付けるなど

して、アの(ｱ)から

(ｳ)までについて中

世の社会の変化の様

子を 多面的・多角

的に考察し、表現し

ている。 

・中世の日本を大観

して、時代を多面

的・多角的に考察

し、表現してい

る。 

・中世の日本について、

見通しをもって学習に

取り組もうとし、学習

を振り返りながら課題

を追究しようとしてい

る。 

・学習を振り返るととも

に、次の学習へのつな

がりを見いだそうとし

ている。 

 

 

 



４ 小単元の指導計画・評価計画（11時間） 

●「学習改善につなげる評価」 ○「評定に用いる評価」 

次 学習活動等 
評価の観点 【観点】評価規準 

★働かせる見方・考え方 知 思 態 

単
元
の
導
入
（
１
時
間
） 

・小学校で学習した中世の偉人を挙げ、

彼らがどのような人物であったか考

え、中世のイメージを膨らませる。そ

の後、課題を提示し「社会科学びの地

図」に初発の考えを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○中世の日本について、見通し

をもって学習に取り組もうとし

ている。  

★様々な身分を比較し、武士が

力をつけていった推移を、事

象と関連させながら考察でき

る。 

 

 

 

 

 

 

第
一
次
（
３
時
間
） 

 

 

①武士はどのようにして実権を握ったの

だろう 

資料を活用し、朝廷内の対立から武士

が力をもつようになった過程について

考察する。 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

★年代の時期や、武士が力を握

った推移や変化に着目させる。 

 

 

【知・技】 

・鎌倉幕府の成立、元寇などを

基に、武士が台頭して主従の

結びつきや武力を背景とした

武家政権が成立し、その支配

が広まったこと、元寇がユー

ラシアの変化の中で起こった

ことを理解している。 

【思・判・表】 

・武士の政治への進出と展開、

東アジアにおける交流に着目

して、事象を相互に関連付け

るなどして、近世の社会の変

化の様子を多面的・多角的に

考察し、表現している。 

【主】 

・鎌倉時代の日本について、学

習を振り返りながら課題を追

究しようとしている。 

②鎌倉を中心とした武士の政権はどのよ

うな特色をもっていたのだろう 

貴族と武士の政治を比較し、武家政治

の特色を理解する。 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

③元寇はどのような影響を及ぼしたのだ 

ろう 

 資料をもとにした考察を通して、 

元寇が幕府の衰退につながったこと 

を理解する。 

第一次の学習内容を踏まえて、小単 

元の学習課題（武士はなぜ生まれ、ど 

のように権力を持っていったのだろう 

か）を考察し「社会科学びの地図」 

に記入する。 

○  ○ 

単元を貫く問い 中世はどのような人が力を持ち、変化し、近世につながったのか 

 

事例のポイント① 
「勢力グラフ」を用いながら、中世という時代の身分
の違いについて毎時間疑問を投げかけることで生徒
が、中世とはどんな時代なのか、見通しを持ちながら
学習ができる。 

事例のポイント② 
武士政治への進出と展開、東アジアにおける交流、農
業や商工業の発達に着目して、社会的な見方・考え方
を明確にした「問い」の工夫をする。 
 

 編Ｐ50指導計画作成の留意事項⑾ 

事例のポイント① 
評価は、短い期間で
行うだけではなく、
生徒が自ら見通しを
立て、学習の進め方
を振り返り、自己調
整（自らの学習を調
整）を図りながら学
びを深めていく過程
も捉えるようにす
る。 

事例のポイント③ 
ＩＣＴ機器を効果的に活用することで、生徒が社会的な見方・
考え方を働かせながら課題を追究している様子をすぐに把握
し、生徒の学習改善につながる評価を行うことができる。 
 

課題 武士はなぜ生まれ、どのように権力を持っていったのだろうか 

 

 

事例のポイント② 
社会的な見方・考え方を明確にした
「問い」の工夫をする。 



第
二
次
（
３
時
間
） 

本
時 

 

 

①もし自分が 1330年代の武士なら、人

物Ａ・Ｂどちらにつくだろう（本時） 

武士の行動を考察し、南北朝時代の特

色を捉える。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

★鎌倉・室町時代の比較、相互

事象の背景や結果に着目させる 

 

 

 

【知・技】 

・南北朝の争乱と室町幕府、日

明貿易、琉球の国際的な役割

などを基に、武家政治の展開

とともに、東アジア世界との

密接な関わりが見られたこと

を理解している。 

【思・判・表】 

・東アジアにおける交流に着目

して、事象を相互に関連付け

るなどして、中世の社会の変

化の様子を多面的・多角的に

考察して、表現している。 

【主】 

・南北朝時代から室町時代初期

の日本について、学習を振り

返りながら課題を追究しよう

としている。 

②室町幕府はどのように成立し、支配を

確立したのだろう 

既習事項である鎌倉幕府との比較し、

室町幕府の特色を考察する。 

 ●  

③幕府と東アジアとの関係は国内にどの

ような影響を与えたのだろう。 

資料をもとに活発な対外交流の様子を

捉え、社会に大きな影響を与えたことを

理解する。 

第二次の学習内容を踏まえて、小単元

の学習課題（鎌倉幕府が滅び、武士の影

響力はどのように変化したのだろうか）

について考察し「社会科学びの地図」に

記入する。 

○ ○  

第
三
次
（
３
時
間
） 

 

 

①なぜ室町時代に貨幣による経済が成り

立ったのだろうか 

資料を活用して考察し、話し合った結

果を発表し、単元の見通しをもつ。 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

★室町時代の推移や事象相互の

関連、時代の特色に着目させる 

 

 

【知・技】 

・農業など諸産業の発達、畿内

を中心とした都市や農村にお

ける自治的な仕組みの成立、

武士や民衆などの多様な文化

の形成、応仁の乱後の社会的

な変動などを基に、民衆の成

長を背景とした社会や文化が

生まれたことを理解してい

る。 

【思・判・表】 

・農業や商工業の発達などに着

目して、事象を相互に関連付

けるなどして、中世の社会の

変化の様子を多面的・多角的

に考察して、表現している。 

 

②応仁の乱によって、社会はどのように 

変化したのだろうか 

経済の発達や民衆生活の変化の様子

を、資料の読み取りを通して理解する。 

● ●  

③中世の文化はどのような特徴をもって 

いるのだろうか 

現代の私たちの生活や文化と関連づけ

ながら、中世の文化の特徴を考察し理解

する。 

第三次の学習内容を踏まえて、小単元

の学習課題（民衆の成長を背景にどのよ

うに社会や文化は変化したのだろうか）

について考察し、「社会科学びの地図」

に記入する。 

○ ○  

事例のポイント① 
対話的な活動を
通して、自分自
身の学びを見直
したり、新たな
発見をしたりす
ることで、自ら
の学びを調整す
る こ と が で き
る。 

課題 鎌倉幕府が滅び、武士の影響力はどのように変化したのだろうか 

 

 

事例のポイント② 
社会的な見方・考え方を明確にした
「問い」の工夫をする。 

課題 民衆の成長を背景にどのように社会や文化は変化したのだろうか 

 

 事例のポイント② 
社会的な見方・考え方を明確にした
「問い」の工夫をする。 



 

    【主】 

・室町時代の日本について、学

習を振り返りながら課題を追究

しようとしている。 

単
元
の
ま
と
め
（
１
時
間
） 

中世とはどのような時代だったのか、

歴史新聞を作成する。「社会科学びの地

図」に単元を貫く問いの解を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ ○ 【思・判・表】 

・中世の社会の変化の様子につ

いて、政治の展開、産業の発

達、社会の様子、文化の特色

など他の時代との共通点や相

違点に着目し、比較したり関

連付けたりするなどして、多

面的・多角的に考察し、獲得

した知識を活用して学習を振

り返る中で、時代の特色を文

章や図などでまとめている。 

【主】 

・この中項目における自身の学

習の過程について振り返り、

学習の方法や留意点について

自身の学びを確認、調整しよ

うとしているとともに、中世

の社会の変化の様子から近世

に向かう動きをとり上げるな

ど、次の学習へのつながりを

見いだそうとしている。 

 

５ 本時の学習指導（５／11時間） 

⑴ 目標 

・二人の武士を比較する学習を通して、武家政治の動きとその特徴を多面的・多角的に考

察し、表現する。 

・南北朝の争乱期の日本について、学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。 

 ⑵ 展開 

学習活動等 
・指導上の留意点 

★働かせる見方・考え方 

観点 

具体の評価規準 

１ 1333 年に鎌倉幕府が滅びること

を確認する。 

２ 本時の課題をつかむ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題について個人で考察し、Ｉ

ＣＴ端末を活用し資料をまとめ

る。 

・社会が混乱していた時代に、当時

の武士は生き残るためにどのような

選択をしたのか、切実感をもたせ

る。 

・当時の代表的な武士であり埼玉県

とも関係の深い、足利尊氏（Ａ）・

新田義貞（Ｂ）を例とすることで生

徒に歴史を身近に感じさせる。 
 

 

 

 

・資料をもとにして、根拠をもって

考えをまとめさせる。 

 

事例のポイント③ 
ＩＣＴ機器を効果的に活用することで、生徒が社会的な見方・考
え方を働かせながら課題を追究している様子をすぐに把握し、生
徒の学習改善につながる評価を行うことができる。 
 

単元を貫く問いの解（例） 

中世の基礎は、武士によって築かれたと考える。しか

し、国内で動乱や地方武士の台頭、国外では元寇や明

の統一などの影響を受け、武家社会は変容していっ

た。そして、戦国大名が自らの領地を支配して分国法

を定めたり、城下町を形成して産業の振興を努めたり

した点などが、近世につながったと考える。 

事例のポイント① 
単元を通して行われる教師の学習改善につながる評
価によって、課題解決のための道筋が合っているの
かを確認したり、違う角度から事象を捉えたりな
ど、自らの学習を観察し、調整することができる。 

本時の課題 もし自分が 1330年代の武士なら、人物Ａ・Ｂどちらにつくだろう  

事例のポイント② 
比較・事象同士の因果
関係など、社会的な見
方・考え方を明確にし
た「問い」の工夫をす
る。 



 

 
★どちらの人物につくべきかを「武

士政治の進出と展開」に着目し、類

似や差異などを明確にし、事象同士

の因果関係などで関連付けてまとめ

させる。 

 

４ グループでＡ派・Ｂ派で議論

し、グループの結論をスライドに

まとめ、発表する。 

 

 

 

 

 

５ 「まとめ」を記入し、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「振り返り」を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・議論する際には共同編集ソフトで

資料を共有することで、各自の意見

を可視化するとともに、考えの変容

を捉えやすくする。 

 

 

 

 

・グループでの議論や、クラスでの

発表をもとに、最終的な自分の意見

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りの際には、本時の学習で

の自己の考えの変容や、単元を貫

く問いに対する到達状況を捉えさ

せる。 

 

【思・判・表】 

二人の武士を比

較する学習を通

して、武家政治

の動きとその特

徴を多面的・多

角的に考察し、

表現する。 

 

【主】 

南北朝の争乱期

の 日 本 に つ い

て、学習を振り

返りながら課題

を追究しようと

している。 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ１（例） 

武士政権を確立した源氏の血筋である

Ａ氏は、天皇中心ではない武家中心の政

治を目指していることからも、今度こそ

武士中心の正しい世の中を作ってくれる

と思うから。 

 

 

 

 

力を強めてきた民衆とともに 

 

 

事例のポイント① 
学習の結果としての目標の達成状況を
自己評価する。また、「社会科学びの
地図」を活用し、教師が学習改善につ
ながる評価を行い適切に助言すること
により、生徒が自らの学びを調整しな
がら学習を進めることができる。 

まとめ２（例） 

北条氏によって乱れた世の中を正すた

めに、今後力をつけることが予想される

民衆を味方につけ、いままでのような天

皇中心の政治を目指したＢ氏のほうが長

く権力をもちそうだから。 

 

 

 

 

力を強めてきた民衆とともに 

 

 

事例のポイント③ 
ＩＣＴ端末を活用して生徒の学習改善
に生かすことができる評価を随時行
う。 

まとめ 

事例のポイント① 
グループ活動を通して、自分
自身の学びを見直したり、新
たな発見をしたりなど、自ら
の学びを調整することができ
る。 
 

事例のポイント② 
評価する際には、どちらの武士を選択した
としても、「武士の政治の進出と展開」に
着目し、二人の武士の類似や差異などを明
確にし、事象同士の因果関係などで関連付
けてまとめているかを評価する。 

単元を貫く問い  中世はどのような人が力を持ち、変化し、近世につながったのか 

 

 
課題 もし自分が 1330 年代の武士なら、人物 A・B どちらにつくだろう 

 

 

人物 A         人物 B      各班の発表               まとめ 
 

 
 
どんな人？ 

・        ・ 
・        ・ 



７ 事例のポイントと考察 

⑴ 事例のポイント  

①単元計画の工夫をすることで、生徒が自己調整（自らの学習の調整）を図りながら学びを 

深めていくことができるようにする。 

社会科における自己調整とは、①学習の計画段階で、課題を考えたり、学習の見通しを立

てたりする。②学習の進行場面で、自らの学習自体を観察し、調整する。③学習の結果とし

ての目標の達成状況を自己評価する。といった場面が考えられる。 

  本単元では「中世はどのような人が力をもち、変化し、近世につながったのか」という単

元を貫く問いを設定し、この問いを解決する過程として第一次〜第三次の課題を設定し、①

～③の場面を意識的に位置づけことで、生徒が自己調整を図りながら学びを深めていけるよ

うな単元計画の工夫をした。 

  学習における自己調整は、他の生徒との協働的な学びを通して自らの意見を再構築する過

程と捉えることもできる。本事例では、自らの考えの変容を可視化するために、ポートフォ

リオ式ワークシート「社会科学びの地図」を活用した。「社会科学びの地図」の活用によって、

生徒の学習の可視化だけでなく、教師が学習改善につながる評価と、適切な指導をすること

によって、課題解決のための道筋が合っているのかを確認したり、違う角度から事象を捉え

たりするなど、生徒が自らの学習を客観視し、調整することができるようにした。 

 

②「問い」を工夫することで、生徒が社会的な見方・考え方を働かせて学習を進めていく 

ことができるようにする。 

見方・考え方を働かせるためには「問い」が重要であり、「見方・考え方」と「問い」をセ

ットにすることで正しく機能する。「問い」を工夫することで、生徒が「社会的な見方・考え

方」を働かせながら学習を進めていくことができる。 

歴史的分野では、「社会的事象の歴史的な見方・考え方」を「時期、年代など時系列に関わ

る視点」「展開、変化、継続など諸事情の推移に関わる視点」「類似、差異、特色など諸事象

の比較に関わる視点」「背景、原因、結果、影響など事象相互のつながりに関わる視点」の４

つの視点で整理している。本単元では、武士政治への進出と展開、東アジアにおける交流、

農業や商工業の発達に着目して問いを設定した。例えば第一次の課題「武士はなぜ生まれ、

どのように権力を持っていったのだろうか」は、時系列に関わる視点や推移に関わる視点を

意識して設定した。また、第四次の課題「民衆の成長を背景にどのように社会や文化は変化

したのだろうか」では、推移に関わる視点、事象相互のつながりに関わる視点を意識してい

る。このように、その「問い」を追究する学習が展開される際、生徒がどのような見方・考

え方を働かせるか、教師がイメージをもって授業を構想することが重要である。 

 

③ＩＣＴ端末を用いてポートフォリオ式ワークシートを蓄積することで、生徒の学びの振り 

返りと教師の適切な評価につなげる。 

見方・考え方を働かせるための工夫として、「社会科学びの地図」というポートフォリオ形

式のワークシートを活用した。単元ごとに、 生徒は一枚のワークシートを作成し、ＩＣＴ端

末でデータを蓄積している。「社会科学びの地図」には学習当初の生徒の考え（初発の考え）、

学習の内容、学習後の振り返りを記述する。単元が終わるごとに評価し、教師が学習を支援

する記述を書き込みデータ上で返却する。「社会科学びの地図」によって、生徒の学習におけ



る変容を教師が把握し、学習支援を適切に行うことができる。生徒への学習改善につなげる

評価を的確に行い、学習を内省させていくためにＩＣＴ端末の効果的な活用は重要である。

生徒の記述の内容が不十分であったり、ねらいに迫ることができていなかったりする場合は、

単元や授業の構成が生徒の実態に合っていないと判断する。生徒の記述を振り返ることで、

次の単元の組み立てや授業改善に生かすことができる。 

  「社会科学びの地図」の作成に際して 

は、単元計画の段階で、育成したい資質・  

能力を設定し、そこから授業を逆算して単  

元の構成を設計していく「逆向きの授業設 

計」とあわせて行うことでさらに効果があ 

がる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 実践に当たっての留意点  

・本単元を通して「勢力グラフ」を用いた学びの場面を設定した。「中世は武士の時代」とい 

う一面的な見方で終わることなく、様々な身分の台頭により、様々な権力が複雑に絡み合 

って時代が変化していったことを「勢力グラフ」を用いて捉えさせることができた。 

毎時間のワークシート末にある「勢力のグラフ」（例） 
使うもの（武士・貴族・民衆） 
 
 
理由 
武士は、天皇や貴族の警備から台頭し、主従の結びつきや武力を背景に力を強めている 

まとめ 
 

 

 

・本時の課題では、武士Ａ・Ｂどちらにつくべきか考察する際に、古代、中世で学習してき

た天皇・貴族・武士・民衆などの身分の立場に立ったり、小学校の歴史で学んできた様々

な人物や、現在の日本の生活と関連づけて考察したりすることも「見方・考え方」を働か

せる手立てとして有効であると考える。 

・本時の授業では、埼玉県に当時住んでいた武士だったらどうするか、という視点から課題

を捉えさせることによって、南北朝の動乱をより身近に感じるだけでなく、自分ごととし

て考えることをねらった。その際、足利尊氏、新田義貞の名前を示さずに考えさせること

で、選択の偏りを減らし、より活発な議論になるようにした。配布資料はあくまで例であ

る。生徒の実態に応じ、資料に記載する内容の量や質を考え、授業の目標を達成できるか

という視点で作成することが重要である。 

 

武士 

民衆 

貴族 

ＩＣＴ端末を用いた「社会科学びの地図」 

①

②

③

①

②

③

①

②

③

課題解決の解へのヒント

氏名

気付いたこと ・ 疑問に思ったこと

社会科　 学びの地図　 歴史

1

次

学習のポイント

中世はどのよう な人が力を持ち、 変化し 、 近世につながったのか

初発の考え
問いの解決に

役立ちそう な

これまでの学

び

課題

第３ 章

学習問題の解

２

次

課題

学習のポイント 課題解決の解へのヒント 気付いたこと ・ 疑問に思ったこと

３

次

課題

学習のポイント 課題解決の解へのヒント 気付いたこと ・ 疑問に思ったこと

問いから疑問

に

思ったこと

単元の学習問題

1年 組 番

1 0 0 %小単元の学習問題への到達度 0 %

小単元の学習問題への到達度 0 % 1 0 0 %

小単元の学習問題への到達度 0 % 1 0 0 %

「
逆
向
き
の
授
業
設
計
」 

④単元を通して追究した

くなる問いを設定 

③まとめを生徒が表現で

きるような学習活動や課

題などを逆算して設定 

②生徒のまとめの例をあ

らかじめ予想して教師が

作成 

①育成したい資質・能力

を書き出し、単元のまと

め例を作成 



本時に配布する資料（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


